
主催： 東北大学 災害科学国際研究所

◆日時： 2016 年 8 月 28 日（日）12 時 30 分～14 時 30 分

◆場所： 東京大学本郷キャンパス 小柴ホール（2 階）

◆主なプログラム

・開 会 今村 文彦 東北大学災害科学国際研究所（IRIDeS） 研究所長

・あいさつ 原 信義 東北大学理事（震災復興推進担当）

・講演 1 「地表に出現した熊本地震の断層」

IRIDeS ハザート評価ユニット 遠田 普次 教授

・講演２ 「被災地でからだとこころの健康をまもる」

IRIDeS 災害と健康ユニット 江川 新一教授

・講演３ 「東日本大震災から 6 年目の今と現場から学びとれること

～東日本大震災デジタルアーカイブ～」
IRIDeS アーカイブユニット 柴山 明寛 准教授

・講演４ 「仙台防災枠組と災害統計グローバルセンター」

IRIDeS 減災システム提案ユニット 村尾 修 教授

・むすび 奥村 誠  IRIDeS 副研究所長

◇関連展示 「実践的防災学の体系化と地域実証・国際展開」
              小柴ホール ホワイエにて （ 8 月 27 日（土）～28 日（日） ）

第 1回防災推進国民大会（＠東京大学）シンポジウム

「東日本大震災・熊本地震を踏まえた

  東北からの災害研究の発信」



シンポジウム「東日本大震災・熊本地震を踏まえた東北からの災害研究の発信」

開催趣旨

東日本大震災の翌年、東北大学の災害科学国際研究所は発足しました。東日本大震災の復興支援

に加え、将来の大災害の発生メカニズムや被害軽減の研究など、実践的防災学を推進しています。

今回の企画では、熊本地震など最近の災害を含む研究の最前線を分かりやすくご説明するとともに、

今後の研究の展望もお示しします。

展示「実践的防災学の体系化と地域実証・国際展開」 開催趣旨

シンポジウム、展示とも、参加無料です！ どなたでもお気軽にお越しください。

会場地図  東京大学（本郷キャンパス）小柴ホール２階

最寄駅 地下鉄利用
 本郷三丁目駅（地下鉄丸の内線／地下鉄大江戸線）徒歩 10分
 根津駅（地下鉄千代田線）徒歩 10分

 東大前駅（地下鉄南北線）徒歩 6分

2012 年 2 月に設立された東北大学災害科学国際研究所では、東日本大震災からの教訓に基づく実

践的防災学の体系化と地域での実証、そして、国際研究拠点の形成を推進しています。今回の展示

では、当研究所の概要と力を入れている研究・実践の事例をご紹介します。

シンポジウムは、できるだけ参加の事前登録をお願いいたします ⇒ 登録の方法は・・・

第 1 回防災推進国民大会のスケジュールの 8 月 28 日ページ（次のサイト）

http://bosai-kokutai.jp/schedule28.html 

小柴ホール 2F 東北大学災害科学国際研究所の枠内の「事前申込」フォームからお願いします。

電話・ＦＡＸでの問い合わせは → 東北大学 災害科学国際研究所 丸谷（まるや）研究室

                            TEL: 022-752-2156   FAX: 022-752-2155

出典：東京大学大学院 理学系研究科・理学部HP


